
令和元年 11 月 29 日 

千葉県市川市で「TMO シンポジウム 科学工作・ICT 技術に親しむ地域づくり」を開催 

関東 ICT 推進 NPO 連絡協議会会員の NPO 法人いちかわライフネットワーククラブが主催する

「いちかわ TMO 特別講座 TMO シンポジウム 科学工作・ICT 技術に親しむ地域づくり」が開催され

ました。 
 

この講座は、学校以外で科学工作・ICT 技術に触れる機会が少ないと言われている地域の子供たち

と、これまで企業等で高い技術力を発揮してきた市内の現役・OB の方々とが、互いに触れ合う活動の

場をつくり、科学工作やプログラミングを楽しむ機会を提供することを目的に、令和元年 11 月 9 日（土

曜日）、千葉県市川市全日警ホール（市川市八幡市民会館）において開催され、関係者含む 60名以上

の方が参加されました。 
 

冒頭、主催者として、NPO 法人いちかわライフネットワーククラブ及び市川市から、その後、来賓とし

て、関東総合通信局 情報通信連携推進課長の望月俊晴から挨拶がありました。 

講座では、午前の部として、ボランティアグループ「蔵前理科教室ふしぎ不思議」の小山内康生氏な

どが、大人と楽しむ科学工作として、レモンを使用して電池を作成する実験を行いました。その後、午

後の部として、一般社団法人 CoderDojo Japan の CoderDojo 市川真間で道場主をしている太田剛氏

が、Scratch というプログラミング言語を用いて、パソコンで実際にプログラミングをする体験講座を行

いました。 

参加した子供達は、科学工作に興味深そうに挑戦したり、パソコンを使ったり、メンターの助けを受け

ながら、自由にプログラミングを楽しんでいました。 

保護者からは、自分の子供がこんなに夢中になっている姿を久しぶりに見た、特にプログラミングは

これから必須の能力なので、自分の子供にもっと学ばせたい、という声が聞かれました。 

最後に、TMO 修了生である湊誠也氏、國友英治氏から、それぞれの活動報告が行われ、子供も大

人も科学・ICT 技術に親しんだ講座が終了しました。 
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主催：NPO 法人いちかわライフネットワーククラブ 

共催：市川市 

後援：関東 ICT 推進 NPO 連絡協議会 
 

連絡先 

総務省関東総合通信局 情報通信部 情報通信連携推進課 

（関東 ICT 推進 NPO 連絡協議会事務局） 

担当：望月、田上 電話：03-6238-1680 FAX：03-6238-1698 
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